
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 【取組のヒントになるアイデア】 

 

団体名 

（五十音順） 

主な意見 

（抜粋） 

施策への示唆 

生駒商工会議所 

・人口比の事業者数が少なく、ビジネスに伸び代がある。 

・多様な支援機関等と連携した支援網構築が課題。 

・生駒ならではの、地元企業や事業者が繁栄していけるビジネス

環境を整えて「しごと」を創出し、就業地としての魅力を向上

させることが必要。 

・施策９ 

（産業・雇用就労） 

・施策Ⅱ 

（市民協働・公民

連携） 

健康づくり推進員 
連絡協議会 

・住民一人一人が健康づくりに関心を持ち、安心・安全なまちづ

くりが一番大切。 

・地域ぐるみで支え合う体制をつくることが必要。 

・食を通じた仲間づくりや集いの場作りを広げたい。 

・次の世代につなげていけるような骨組みが必要。 

・施策６ 

（地域福祉） 

・施策７ 

（健康づくり） 

Code for IKOMA 

・誰もが IT を利用してより暮らしやすい生駒にすることが大切。 

・特に使い慣れてない高齢者等が取り残される点が心配。 

・活動の中心となる人、資金調達（事務作業）を行う人などの人

材が不足している。 

・電子申請もできるようになってきているが、もっと、手続きが

できる範囲が広がってほしい。 

・施策Ⅰ 

（ ス マー トシ テ

ィ・DX） 

・施策Ⅳ 

（行政経営） 

市民エネルギー生駒 

・構成員の高齢化が進み、継続できる組織化が課題。 

・市・市民・大学・事業者が一緒に取組を進め、環境モデル都市・

SDGs 未来都市としての取組を推進する生駒市を構築したい。 

・まちづくり・セカンドライフの過ごし方等、多くのテーマでの

プレゼンノウハウを持っている。 

・2030 年までの７年間、環境モデル都市・SDGs 未来都市とし

て全力を挙げて取組を進めるべきである。 

・施策 11 

（脱炭素・循環型

社会） 

・施策Ⅱ 

（市民協働・公民

連携） 

自分ができる（できそうな）こと やりたいこと 誰かにやってほしいこと 

・グラフィックレコーディングを

教えることができる 

・地産地消のまちづくりができる 

・事業計画の作成支援ができる 

・たまにイベントなど手伝える 

・チラシ/WEB サイト制作ができ

る 

・太陽光による市民共同発電所の

設置ができる 

・ノミニケーション、交流ができる 

・楽しい食の取組ができる 

・写真撮影ができる 等 

・誰かの面白そうな取組に乗っか

りたい 

・若い人と年配者の交流がしたい 

・事業者・創業者の交流できる場づ

くりがしたい 

・学研都市の推進がしたい 

・仲間づくり・地域づくりがしたい 

・困っている人と、それを解決でき

る人をマッチングしたい 

・世代を越えたつながりづくりの

ための祭りがしたい 等 

・どこに相談すべきかわからない

ことを相談できる場がほしい 

・生き辛さを感じている人と行政

をつないでほしい 

・高山第二工区の開発をして企業

誘致をしてほしい 

・70 才くらいまで働き続けられる

ビジネス環境を提供してほしい 

・市民目線で IT 改善してほしい 

・再生可能エネルギー比率日本一

の市になってほしい 

◎「できること」の組み合わせで「やってほしいこと」をサポート 
 ⇒チラシ/WEB 制作、写真撮影やイベント手伝いのスキルをあわせて協働のまちづくり 
 ⇒資金調達の方法や事業計画の作成支援で、70 歳まで働き続けられるビジネス環境づくり 
 
◎「やりたいこと」の組み合わせで「やってほしいこと」を実現 
 ⇒「若い人/事業者等との交流、困っている人のマッチング」→誰でも相談できる環境づくり 
 

全体ワークショップ（できる・やりたい・やってほしい） 

日  時：2023 年７月 18 日（火） 
     19:00～20:30 
会  場：生駒市役所 401・402 会議室 
参加者数：４団体（8 名） 
参加団体（五十音順）： 

・生駒商工会議所 

・健康づくり推進員連絡協議会 
     ・Code for IKOMA 
     ・市民エネルギー生駒 

生駒市総合計画 団体ヒアリング 実施報告① 

第 6 次生駒市総合計画第 2 期基本計画の策定に向
けて、市内で活動を行う市民団体から、まちづくり
に関する意見を聴取し、各施策シート作成時に反映
することを目的として、ヒアリングを実施した。 

01 開催概要 

下記の通り、大きく２つのブロックに分けて
ヒアリングを行った。 

 
１．個別ヒアリング 

事前に提出いただいた質問票への回答に 
基づき、各団体の活動内容に加えて、めざす 
まちの姿・今後 10 年で行いたい取組、 
課題等についてヒアリングを行った。 
 

２．全体ワークショップ 
参加者が全員でお互いの活動内容を紹介 

した後、それぞれの「できる」「やりたい」 
「やってほしい」を共有し、今後の取組の 
ヒントとするワークを実施した。 

02 当日の進行（プログラム） 

03 個別ヒアリング 

▼当日（7月 18日）の様子 
▼「やりたいこと」等をインタビューしながら分類（後掲） 

04 

個別ヒアリングによる各団体の意見をまとめると、下記の通りである。（意見の一部を抜粋） 
 

自分ができる（できそうな）こと（個人・団体の得意、ネットワーク、場所の提供等）、やりたいこと
（一人ではできないが、誰かと一緒にやりたい）、誰かにやってほしいこと（自分ではできないが誰か
にやってほしいこと）を出し合って共有した。 
各参加者の意見と今後の取組のヒントになりそうなアイデアは下記の通りである。 

［資料3-1］


